
メロウ・ソサエティ構想の推進について

相築希美
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1. メロウ・ソサエティ構想とは

日本では世界に類を見ない急激な高齢化が進み， 21世

紀初頭には世界で最も高齢化が進んだ社会が到来すると

予測されている.そのため，わが国における高齢化社会

対策は喫緊の課題で、あり， 90年代の早いうちから幅広い

英知を結集し対応策を実行に移していかなければならな

L 、.

一方で，今世紀の情報・電子技術の発達はめざましい

ものがあり，さまざまな分野で情報化が進展している.

われわれが夢見る未来の情報環境についても，多くのこ

とが技術的には可能になった.

このような背景のもとに通商産業省では，情報、ンステ

ムが人々の生活にとけ込み，高齢化にかかわる諸問題と

情報化による対応がうまく連携し合っている，ゆとりあ

る豊かな高齢化社会の実現をめざす「メロウ・ソサエテ

ィ構想」を推進している. (図 1 ) 

2. メロウ・ソサエティ構想の

経緯および現状

(1) 平成元年度

機械情報産業局長の私的懇談会として，慶応義謎大学

の石井威望教授を座長とする「メロウ・ソサエティ懇談

会j を設け，高齢者の積極的な社会参加を支援し，ゆと

り豊かな高齢化社会を創造するための検討を行なった

平成 2 年 1 月にまとめられた同懇談会の中間報告を受け

メロウ・ソ+エティ構想の民間推進母体として「メ口ウ

.ソサエティ・フォーラム J が企業および地方公共団体

等の賛同を得て平成 2 年 2 月に設立された.

(2) 平成 2 年度

メロウ・ソサエティ・ブォーラムにおいて，専門部会

を開催し，理想的な高齢化社会のあり方に関するより脳

さがら のぞみ通商産業省機械情報産業局情報処理シ

ステノ、防発課
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広い総合的調査研究を行なうとともに，海外調査団を派

遣い欧米の高齢化社会対策に関する情報収集を行なっ

た その検討結果から，

① 中高年からの人生設計の充実

② 中高年からの就労環境の整備

③ 多様な学習機会の創出

④ コミュユケーションの円滑化

⑤ 健康に関する不安の軽減

⑥ 生活環境の整備

の 6 つの柱による基本コンセプトの策定，解決すべき課

題の抽出，および必要とされる社会・情報システムにつ

いての提言を， r メロウ・ソサエティ構想、一中間報告-J

として平成 3 年 3 月にとりまとめた.

( 3) 平成 3 年度

前年度の中間報告書で提言された情報システムのうち

以下の 6 つのテーマについて分科会を設け， F S (ブイ

ージビリティ)調査を行なっているところである.

① 人生設計支援情報システム

② 個人健康情報ブァイリングシステム

③ フレックスワークスタイノL支援情報システム

③ 中高年向け快適住環境支媛システム

S 人材・知識データベース

l ① マルチメディア技術を利用した世代間コミュニケ

ーション円滑化支援システム(ハイパ一風土記)

(4) 平成 4 年度以降

これらの調査研究の結果にもとづき， 21 !1U己の理想的

な尚齢化社会の実現に向けて，省内体制を整え社会制度

改革にかかわる提言を行なってゆくとともに，高齢者に

やさしいインタプエースの調査研究，必要な情報システ

ムの構築等を行なっていく.

3. 今後のメロウ・ソサエティ構想の具

体的推進

イ〉後 l土，省内の高齢化社会対策推進のための体詰IJづく

りと Æ携し、つつ，インタフェース，健康， J也減Jj空間を 3

つの生t としたI'J熟社会支援情報システムの開発， J~'b齢化
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メロウ・ソサエティ構想の背景

0 世界に類を見ない急速な高齢化の進展 0 高齢者像 。祉会{主

-団塊の世代の高齢化により ① 長寿化 ① 国際化

高齢人U が急速に駒大 ②健常高齢者のÞ:': :k ③ 情報化

.2015年頃には65歳以上の人口が ③ 所得と消費の多様化 ③価値観の歩十\ßfじ 巧

総人口の1/4 に ④ 積極化

史とンコ土7
メロウ世代とは メロウ・ソサエティとは

① 元気・豊か・積極的 O メロウ世代が充実した 2 周目の人生を力強く謡歌できる社会

①理想的メロウ世代を生み出す社会

② 年齢を意識きせない社会

② 多様な指向性 一一 ③選択の隔が広い社会

④ ['j 己実現が可能な社会

⑤世代および地域・国境を越えたコミュニケーションのある社会

③ 知的な社会貢献 0 人口の高齢化が進んでも活力を失わない社会
0 情報システムが個々人の生活にとけ込み， i~'，lj齢化にかかわる諸課題と

情報化による対策が密接に連携し合っている社会

て(ノレ
実現のための条件

0 意識改革 ① 自分自身のライフデザイン(メロウ世代になる個人の意識)

② 高齢者に対する凶一的な認識の改善(メロウ世代を見る社会の意識)

0 企業行動改革 ①雇用，人材活用，能力開発，福利厚生等企業内の仕組みの改善
② 高齢者のニーズに合った商品・サービスの提供

。 社会システム改革 ① 高齢者の生きがいを支える社会システム
② 高齢者の就労を支える社会システム

③ 高齢者の健泌を支える社会システム

@ 高齢者の生活環境を支える社会システム

4\/シ
↑it 械化の意義

。 個人の虫かな生活を支えるンスデム ① コミュニケーション

② 情報収集・加工・活用

。 身体機能の(氏ドを克服;るシステム ① 身体機能の低下をサポート
② 負担の軽減

。 笠かな \11 1，，1.・杭験七 {iかした社会瓦献システム ① 情報作成

② 情報発信

図 1 メロウ・ソサエティの基本コンセプト
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メロウ・ソサエティ・

フォーラム自主事業

普及啓蒙活動

委託事業

応用分野への対応
ーモデル的メロウ・ソサエティの構築ー

-自主調査研究活動
.メロウネ y トの開設

.国際シンポジウムの開催
・メロウ企業グランプリの開催

.出外調査団の派j宜

-伝統都市明と新興部市!l'1の 3 類 l~~{で21世紀完成を
めざしたモラノレ的メロウ・ソ叶エティ構想の策定

-地域住民のニース調ft，分析， システムの白)t~-I

l 
欧米高齢化先進諸国との連携

EC:TIDE プロジェクト

王お : TO AGE IS TO GROW 
米 :AARP

国連: 1FA 
等

個人健康情報
ファイリング.シス
テムの開発

.x 線， CT勾の画像を含む個

人の健康的報を標準化された
記憶媒体を用いて一元的に管
理するシステムの開発

i 
-診療時，救急時において l瞬時
に経年的な情報読みだし，診
療十疫病予防を可能にするシ
ステムの構築

基盤的技術・システム
の開発

高齢者向け
インタフェースの開発

. (白i齢者による的報機器の利用
実験による B課題揃出
・人間工学，心理学，医学等
幅広い分野の専門家による評

価検討 l -自治体，企業等の参画気通の盛り上げ

l 
. ~匂断Îl f，'líづけインターフェイス
の開発 -国民的運動としての展開

仁孟孟高齢者自身の意識改革
高齢者に対する画一的な認識の改革

仁二二雇用，人材活用，能力開発，福利厚生等企業内の仕組みの改革
高齢者のニーズに合ゥた商品・サービスの提供

人生80年時代に合致した社会システムの創造

意識改革

企業行動改革メロウ・ソサエティ構想、の

政策目標
社会システム改革

メロウ・ソサエティの実現(ゆとり豊かで活力にあふれた 21世紀高齢化社会)

平成 4 年度メロウ・ソサエティ構想の推進図 2
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社会に対する国際的対応，および普及啓蒙活動の充実を

中心に構想の具体的推進を図っていく.以下に各々につ

いて詳しく述べる. (図 2 ) 

(1) 通産省が高齢化対策をすすめるにあたっての体

制づくり

今後，広範囲な高齢化社会対策をすすめるにあたり，

一部局単独，または通産省単独で実施できる分野は少な

し省内外の推進体制を整備することが必要である.こ

のため，省内に官房を中心に関係課により構成される

「高齢化社会対策委員会J が設置され，検討を行なって

いる.

現在各課および各課所管の業界，個別プロジェクト，

個別懇談会・審議会等でとりくまれている高齢化社会対

策をとりまとめ，省内における一体的とりくみを推進し

てゆく.

また，民間企業等への働きかけの窓口として，メロウ

・ソサエティ・フォーラムを活用することが考えられ

る.

(2) 円熟社会(メロウ・ソサエテ0{ )支援情報システ

ムの開発

A. 基盤的技術・システムの開発

① 高齢者向けインタブエースの開発

高齢者の生活のさまざまな場面に入ってくることが予

想される情報機器の望ましいインタフェースについて，

、ードウェアやデータ交換の互換性といった観点も含め

幅広く検討し，必姿な研究開発を実施する.

このため，紛パーソナノレ情報環境協会において，調査

研究体制lの強化を図り，現状における高齢者の情報機器

の利用実態について実験を含めた調査を実施する.さら

に，高齢者の生活場面を想定し，そこに登場する情報機

器について，高齢者の立場から必要とされる条件を高齢

者の特性をふまえて人間工学的，心理学的，医学的等幅

広い見地に立つ専門家を組織し，検討を行なう.

② 個人健康情報ブァイリング・システム

高齢者の積極的な社会参加の最大のl寧害となっている

健康に対する不安を低減するため，個人の健康情報を一

元的に管理し，診療，救急時にも過去の経年的な健康情報

を瞬時に呼び出し，医療判断を支援するシステムの開発

を，制医療情報システム開発センターにおいて行なう.

このため 4 年度から 3 カ年計画で，医療においてま

すます重要性が高まっている l州象情報 (X線， CT , M 

R 1 写)を合めた健康情報を大量に諸積できる媒体とし

て標準化された光磁気ディスク (1 SAC) を用いて，
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画像の読み込み技術，病院情報システムとの連携を図る

ための技術，セキュリティ確保のための技術等を開発す

る.

当プロジェクトは，厚生省と共同して行なう.

B. 応用分野への対応

ーモデル的メロウ・ソサエティの構築ー

モデル都市を選定し，その地域の実状に即した高齢者

対応システムの提案，開発，導入を図り， 21世紀をめざ

してモデル的メロウ・ソサエティの構築に着手する.こ

の構築を核として今後構想を国民運動として展開してし、

く.

平成 4 年度には，たとえば新興都市型と伝統都市型の

性格の異なった 2 類型の都市をモデル都市として選定

し， 21世紀完成をめざしたメロウ・ソサエティ構想の策

定を行なうとともに，具体的なシステムを実際に指定都

市において開発・導入実験を念頭においた地域住民に対

するニーズの調査，分析，情報システムの設計等を実施

する.

( 3) 高齢化社会に対する園際的対応

高齢化社会問題は，わが国にとどまらず，欧米諸国に

おいても喫緊の課題であり，各国での経験をふまえて，

情報交換，ノウハウの相互供与等により，高齢化社会対

策について函際的な対応が形成される素地ができつつあ

る.

〔例〕米:貧富差による不平等感の高まり

欧:過度な福祉政策の見直し

そのため，国際社会における高齢化社会問題解決のた

めの議論をリードし，かつ各国協調体制の整備に貢献す

ることによって本構怨を積極的に展開していく.

具体的には，

・国際化対応のための園内体制の整備

・国際的対応の必要性についての対外的な発言・提言

・メロウ・ソサエティ構想における情報γステム，不ッ

トワークの研究成果を国際的に移転

・政府間協議，情報交換の場の設定および共同プロジェ

クトの可能性検討

・メロウ・ソサエティ・フォーラムと欧米の民間団体と

の国際交流

等の活動を行なう.

(4) 普及啓司匝活動の充実

1 ) Iハイパ一風土記J づくりの国民運動推進

地域の伝統・文化・ n然等ーを地域住民なずからが簡便

にマノレチメディアで記録・交換するためのプロトタイプ
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システムについて平成 3 年度に検討を行なう.平成 4 年

度以降， こうした評価をふまえ国民総参加による風

土記づくり J ともいうべき全国的な国民運動を盛り上

げ，ハイパ一風土記を通じた世代間コミュニケーション

の拡大，地域アイデンティティの形成，高齢者のライフ

プラン作り等を支援する.

2) 国際シンポジウムの開催

人口の高齢化について問題を共有する欧米先進国とと

もに開催する.平成 4 年 2 月にスウェーデンと行なっ

7こ.

3) メロウ企業グランプリの実施

ゆとり豊かで活力にあふれた高齢化社会の実現に貢献

する企業の表彰を行なう.平成 3 年度中に第 1 回を開催

する.

4) E X P 0の開{雀

高齢化社会に関係する諸団体に呼びかけ，高齢者参加

の EXPOを開催することを検討する.

5) メロウ・マークの認定

メロウ・ソサエティのコンセプトにもとづき「高齢者

向けユースウェアのガイドライン」を策定し，該当する

システムの認定を行なうことを検討する.

4. おわりに

数年前に 10%強であった 65 歳以上の高齢者人口比率

は，今では 12%を超えている.今後ともこの伸びが衰え

ない.欧米諸国の緩やかな高齢化に比べ， 日本の高齢化

はあまりに急激に進展する. 21世紀初頭には，人口の 4

分の l が65歳以との高齢者になるとし、う状況下において

は，従来の高齢者を弱者としてとらえる福祉的な観点の

施策だけではなし高齢者の積極的な社会参加を促進

し，社会構造そのものの円滑な転身を図っていくような

発想が必要とされてくるだろう.そのためには，側々人

の意識の改革，産業界の意識改草など，さまざまな観点

からの取り組みが必要になる.メロウ・ソサエティ構想

も，新しい視点の高齢化社会対策として今後とも幅広

く，積極的に推進を図ってゆきたい.
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